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第６回 伊良湖岬中学校統合検討委員会 会議録 

日時 平成28年９月９日（金）19時00分～19時50分 

場所 掘切市民館 

出席者 委員（26名） 

河合哲志、牛田久美夫、高瀬 勲、小久保忠廣、磯貝長信、河合善敬、河合雅之助、

野村 晃、坂口厚利、山本 健、小久保克己、齋藤良哲、河合博之、藤井正明、     

岡田成人、小久保智子、田中秀一、小久保光幸、加子裕美、山本嘉寛、小久保千景、

河合麻奈美、松岡真依子、古川美栄、松田政春、河合正人 

事務局（６名） 

大根教育部長、三竹教育総務課長、鈴木学校教育課長、小久保渥美支所地域課長、  

伊藤教育総務課長補佐兼係長、宮嶋教育総務課主任 

欠席者 山本晴樹委員、青山裕行委員、手塚俊彦委員 

傍聴者 １名 

事務局 ただいまから第６回の伊良湖岬中学校統合検討委員会を始めさせていただきます。 

では、委員長、よろしくお願いいたします。 

委員長 お忙しい中、第６回の伊良湖岬中学校統合検討委員会にお集まりいただきまして、

ありがとうございます。 

前回の統合検討委員会、そして８月25日の校区説明会で、参加された方々から多く

の意見が出されました。そうした意見も踏まえて、きょう、伊良湖岬中学校の統合先

及び統合時期について、皆さんの意見を確認し、協議をして、最終的に統合検討委員

会としての考えをまとめて、花井教育長、それから田原市教育委員会へ報告したいと

考えております。思いや願い等の忌憚のない御意見がございましたら遠慮なく出して

いただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

本来、ここで花井教育長がお見えになればよかったわけですけれども、きょう、出

張中のため、教育長不在の形で会を進めていきますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、早速、協議事項１ 伊良湖岬中学校の統合先及び統合時期について、事

務局から説明をお願いいたします。 

事務局 （資料１、２により説明） 

・伊良湖岬中学校区説明会（まとめ） 

・伊良湖岬中学校の統合先及び統合時期について 

委員長  事務局から、前回の伊良湖岬中学校区説明会における意見等のまとめの説明があり

ました。基本的には、前回の統合検討委員会で、伊良湖岬中学校の統合先は福江中学

校、統合時期は平成31年度と確認しています。これについては、前回の統合検討委員

会で皆さんもほぼ納得されているかと思いますし、説明会においても、この福江中学

校及び平成31年度という案に対して、大きな反対の意見はなかったと思います。 

 今、この統合先及び統合時期について、何か御意見、思い等があったら、出してい

ただきたいなと思いますが、いかがでしょうか。 

前回、皆さん一人一人に御意見をお伺いしたときに、福江中学校及び平成31年度、
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その点で皆さんから御了承いただいているかと思いますので、改めて、この福江中学

校及び平成31年度の案について、どなたか、今の思いを語っていただけませんか。 

委員  前回の統合検討委員会、伊良湖岬中学校区説明会で十分議論されたので、今さら、

この統合検討委員会での意見はないように見えるので、どんどん進めていったらどう

でしょうか。 

委員長  前回、皆さんからも御意見を出していただいておりまして、ほぼ全員が福江中学校、

平成31年度ということでまとまっているかと思いますので、今、委員からおっしゃっ

ていただいたとおり、改めて御意見を聞くのもどうかと思っております。 

 統合先及び統合時期以外にも、地区説明会でも、統合に向けての希望や心配などの

意見が出ておりましたので、そういったところも含めて、御意見はいかがでしょうか。 

 統合先及び統合時期については、皆さん異論なしで、事務局から提案されているよ

うに統合先は福江中学校、統合時期については平成31年度との案で皆さん了承という

ことで、こちらは、そのように受けとめてよろしいですか。 

  （異議なしの声あり） 

委員長  統合先は福江中学校、統合時期は平成31年度で、この統合検討委員会としては、意

見がまとまったという形で最終的に教育委員会に口頭報告させていただきます。 

では、統合先及び統合時期以外のことで意見がありましたら、どんどん出していた

だきたいと思います。 

委員  ２点質問があります。１点目は、ほかの保護者の方からの御意見を伝えします。資

料１の野田中学校と田原中学校の統合のときに、よい点、悪い点を検証していただき

たいという御意見とも絡むのですが、野田中学校と田原中学校の生徒に、選択制では

ない記述式のアンケートをとったらどうだということです。生徒の率直な意見を吸い

上げて検証するようなアンケートをとってはどうだと伝えてほしいとのことでした。 

 ２点目は、統合先は福江中学校ですが、以前の６月の統合検討委員会のときだった

かに発言した覚えがあるのですけれども、福江中学校ではなくて、かねてから話のあ

る渥美中学校など、統合に当たって別の名前にできないか。前回、８月25日の伊良湖

岬中学校区意見交換会でも、伊良湖岬中学校としては入れてもらう側だから何も声を

上げてはいけないのかと言われていた方もいましたけれども、入れてもらうという感

じではなくて、場所はたまたま福江中学校だけれども、新しい名前の中学校で、みん

なで一緒にスタートするような雰囲気にできれば、よりスムーズではないかという気

がします。それを伊良湖岬校区から要望があったと言われてしまうと、多分福江の方

たちは気分が悪いので、市から、このようにしてはどうですかと提案してもらうとい

いかなと思っています。 

委員長  今の意見について、教育委員会から回答できますか。 

事務局  学校教育課長です。 

 先ほどの、野田中学校と田原中学校の生徒たちにどういう意識なのかを記述式で聞

いたらどうかということですが、今のところ、そういう予定はしておりませんでした。

実際の意見を皆さん方が知りたいということはわかりましたので、アンケートになる
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のか、もう少し学校へ状況を詳しくこちらが捉えるようなことになるのか、そのあた

りは考えさせていただくということで、今はよろしいでしょうか。 

委員  その方の言われるニュアンスは、住民側までアンケート結果を資料提供してほしい

ということではなくて、生徒にアンケートをとって、先生方や教育委員会で、生徒の

意見を吸い上げた上で、今後の統合方針をつくってほしいということだと思います。

大人だけで考えるのではなくて、実際に統合をした子どもたちがどう思ったかを踏ま

えて、今回の伊良湖岬中学校の統合に向けて、そういう意見を取り入れたらどうだと

いう意味だと思います。 

事務局  そういう意味なら、こちらも考えやすいです。子どもたちの気持ちなども、すごく

大切にして進めていきたいなということは、私たちも強く思っておりますので、ぜひ

参考にさせていただきます。アンケートをするかどうかは、今、はっきりとはお答え

できないですが、学校の事情もありますし、こちらから一方的にアンケートしてくだ

さいということも、今、ここでは決めかねます。狙いとしておっしゃっていることは

よくわかりましたので、受けとめさせていただきたいと思います。 

事務局  中学校の名前の変更について、確か前におっしゃっていたかとは思いますが、これ

から福江中学校に行くに当たりまして、福江中学校の名前の変更は、まずできないと

思っています。福江中学校区の皆さんもいらっしゃるわけで、やはり伊良湖岬中学校

が入っていく形になるのかなと思います。それによって福江中学校区の方が、皆さん

福江中学校の名前の変更を了承できるのかというと別な問題になり、非常に難しいの

かなと思っていますので、そういう御意見、要望があったとしても、福江中学校の名

前を変えることは難しいと思っています。 

委員長  何か御意見がありましたらお願いします。 

委員  もともと野田中学校で、統合して田原中学校３年生となった保護者と話す機会があ

りました。野球部の方ですが、部活動で田原中学校へ入ったときは、やはり、ある程

度平等に見てくれたのではないかという意識は保護者としてあると言っていました

けれども、野田中学校のときに、県大会に行けたのに、田原中学校に統合した後には

行けなくなってしまうということがあると聞きました。 

あと、ピアノとか音楽関係で県大会を決めた子が野田中学校にいて、だけれども田

原中学校になったので県大会に行けなくなったと聞いた。それは、統合することが決

まっていて、野田中学校で例えば県大会に行けるようになったら、統合した後に田原

中学校として行けるようにしてほしいとは言っていました。 

現在の野田地域の田原中学校の保護者の方から聞いたので、何とも言えないのです

けれども、生徒たちも目標を持って部活動をやっているので、目標に向かっていく中

で、勝てばその先の大会があるというのがモチベーションを保つ一つになると思うの

で、統合しても、もしその先の大会があるなら、そこに出られるようにしていただけ

ればいいかなと思います。以上です。 

委員長  今の話で言うと、野田中学校として出場権を得ていたけれども、野田中学校が統合

されて、田原中学校になってしまうから、田原中学校としては出場権がないというこ
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とですか。 

委員  そう言っていました。 

事務局  詳しい状況がわからないので憶測でしかないのですが、野球協会で多分主催してい

る大会で、年度の終わりごろから年度初めにかけて行われている大会がありますの

で、恐らくそのときのことなのかなと思うのですが。ピアノのほうはちょっとわかり

かねます。 

委員  ピアノかどうかわからないです。保護者の方も、ピアノか音楽のほうでと言ってい

ました。 

事務局  音楽について、年度替わりでコンクールとかがあるとは、存じていないものですか

ら何とも言えないです。 

部活動の大会で、中小学校体育連盟が行っている大会が、学校が公式に参加する大

会として位置づけられていて、俗にいう夏の大会です。新人戦や駅伝大会などもそれ

になるのですが。それ以外に、種目ごとに、例えばバレーボールなら、バレーボール

協会が主催して行う大会や、野球で言うと、中日少年野球大会とか幾つか主催する団

体の大会が行われております。 

年度をまたいで行われるとき、野田中学校が年度末に勝って、次の上へ進んでいく

ところで学校がなくなってしまってできなかったという予定だったのかなと思うの

ですが、それについては、こちらで決めるということも難しいものですから、そうい

う状況になりそうなときに、また相談をさせていただくということで。主催者側がや

はり判断されることでもあるのかなとも思いますし、できれば何か配慮があるといい

かなと私も思います。 

委員長  ありがとうございます。 

委員  今週、ＰＴＡで委員会がありまして、これから統合準備委員会が発足していくとき

には、その人選について、できれば中学校の二、三年生の保護者で、今、３人で来て

いますが、もう少し人数をふやしてほしい。そのほうがいろいろな意見をもっと出せ

るのではないかという意見がありました。それを、強くお願いしたいと思います。 

 あと、中学校の二、三年生の親は、体操服だとか、そういったものも新しく買いか

えたりしないといけないのかなということもあるのですけれども、そういった場合

に、市からもう少し補助をお願いしたいなと思います。親の負担だけふえるのではな

くて、市も負担をお願いしたいと思います。 

事務局  統合準備委員会のメンバーの人選につきましては、今から皆さんと相談して決めて

いきます。 

委員  今、保育園、小学校、中学校ＰＴＡは３人ずつしかいないのですけれども、これか

らの統合準備委員会には、もう少し人数を出してほしい。 

事務局  はい。その辺も調整させていただいて。 

また統合準備委員会には、福江校区の皆さんにも入ってきてもらおうと考えており

ますので、その辺も含めて調整させていただきたいと思います。 

あと、体操服などは、野田中学校のときも補助はなかったです。伊良湖岬小学校に
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統合する場合も、そういう話も確かにありましたが、助成はありませんでした。 

委員  統合準備委員会も、余り人数が多くなるのもあれなので、校区や自治会長の前任者

を省いていただきたいと提案したいです。 

事務局  先ほどの制服とかジャージを買いかえる必要があるかということですが、途中から

学校が変わっていく学年のお子さんについては、買いかえなくても、子どもたち本人

が、もしかしたら違う服でいるのがいづらいということが一番問題かもしれないので

すが、伊良湖岬中学校の服が着られるなら、それを着てもいいようにと福江中学校に

も認めていただくようにお話ししたいと思いますので。必ず福江中学校のものを買っ

てくださいというようなことにはしないという思いでおります。 

委員長  ありがとうございます。 

 統合先や統合時期については、教育委員会の方針案のとおりで行くということで、

実際、統合に向けての要望が多いように思っています。それについては、統合準備委

員会等で具体的に内容を検討していくことになっていきます 

 今、統合に向けて心配だという意見が出ておりますので、この際、実際に統合して

いく上で、要望がありましたら、この場でしっかり出していただいて事務局に伝えて

いきたいと思っております。 

「統合までのスケジュールをしっかり示してほしい」、「平成31年度では少し早いの

ではないか、もう少し時間をかけたほうがいいのではないか」というような意見も、

地区説明会の中では若干出ていたように思いますので、その辺も念頭に入れて、今後

の平成31年度の統合に向けてのスケジュールや具体的な内容について、この先の統合

準備委員会等で具体的にどんどん検討していただいて、より統合がスムーズに進んで

いくようにお願いしたいと思います。 

委員  統合準備委員会で話していくと思うのですが、伊良湖岬中学校が統合する場合、ス

クールバスで通学すると考えているのですか。 

事務局  そうです。 

委員長  そのほか、皆さんよろしいですか。 

委員  統合準備委員会などで検討する内容は誰が決めるのですか。 

事務局 まずは今から野田中学校の例ですとか、小学校のときの統合の例を参考にしながら

教育委員会で考えていきます。通学体制や、部活動、交流事業、制服など、早めに決

めていけば、早めに福江中学校のものが買えるとか、そういったことも含めて考えて

いきたいと思っています。 

事務局  今後、福江中学校と伊良湖岬中学校の両校の学校関係者も入って、学校の中でいろ

いろな細かなことをやはり検討していく必要があるものですから、具体的なことをた

くさん洗い出して、学校関係者そのものも組織に入って進めていく予定でおります。 

委員  伊良湖岬小学校の統合のときに、各小学校で交流会があったと思うのですが、中学

校の統合のときも、交流事業を行ってもらえるのですか。 

事務局  はい。ぜひ行いたいと考えております。 

 いきなり平成31年度に子どもたちが顔を合わせるのではなくて、一緒になることが
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わかっている子たちからは、できるだけいろいろな場面で一緒に心を通わせることが

できるような活動を両校で考えていきたいと考えております。 

 野田中学校が田原中学校へ行った場合にも、例えば合唱コンクールのリハーサル

や、あるいは教育講演会として、矢野きよ実さんの講演会を企画し、両校で一緒に講

演会を聞く機会を持って、できる限りのことで子どもたちが交流を図れるように今か

らぜひ両方の学校と相談しながら進めていきたいと考えております。 

委員長  ほかに御意見がございますか。 

保護者の立場からの御意見は、学校関係者の目から見ると盲点になりがちなところ

もありますので、そういった要望があったら、どんどん出していただくことが、より

中身の濃い統合準備委員会になっていくのではないかと思いますので、遠慮なく、何

かあったら伝えていただければうれしいかなと思います。 

委員  福江中学校の部活動や、伊良湖岬中学校の部活動について、まだ保育園児でわから

ないので、そういったものも含めて資料に入れていただけると客観的に見た意見も言

えるのかなと思います。まだ先ですけれども、両校の違いとか、そういうところをぜ

ひ今後の資料に入れていただきたいです。 

事務局  わかりました。以前、部活動については資料提供しているものもございましたけれ

ども、今後、改めて資料提供していきたいと思います。 

委員  伊良湖岬小学校の校長です。今の小学６年生が中学校へ行くときに、ジャージをど

うするかというのは、やはり年内ぐらいの早いうちには決めていただかないと、購入

等のこともあるかと思います。 

 一つは、野田中学校が田原中学校に統合するときに、どういうことを取り上げてき

たのかということを、第１回の統合準備委員会のときに資料提供と、できれば、統合

にかかわった人にお話を聞かせてもらえるような機会をつくってもらえるとありが

たいと思います。小学校の統合は自分もかかわったので、スクールバスのことは、伊

良湖岬中学校から福江中学校への統合のときにも参考になると思うのですが、中学校

の統合のことが、なかなかこちらもわかっていないものですから、ぜひ第１回統合準

備委員会には、野田中学校から田原中学校へ行くときの資料を出していただいて、見

通しが持てるようにしていただきたいと思います。計画的に統合準備委員会の開催も

よろしくお願いしたいと思います。 

委員長  ほかにどうですか。先ほどお話ししましたように、この会としては、統合先は福江

中学校、そして統合時期は平成31年度という形で、この会としての意見がまとまった

ということで、その旨を口頭で、教育委員会及び教育長に報告させていただきました。 

では、平成31年度、福江中学校への統合に向けて具体的にどういうことをやってい

くのかということが今度は統合準備委員会で検討されていくことになっていくので

はないかと思いますので、その点、手抜かりのないように細かいところまで配慮して

進めていただけたらうれしいかなと思っております。 

皆さんは昨年の７月から、統合検討委員会ということで、きょうを含めて第６回の

会議に参加していただいて、検討していただきました。これまで、統合検討委員会で
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議論された内容や、この前の地区説明会等で出された保護者や校区の人たちのいろい

ろな思いなどもしっかり酌んでいただいて、しっかりとそれらに対応していただい

て、子どもたちが平成31年度にはスムーズに福江中学校に統合していくことができる

ように配慮して、これから先も取り組んでいただきたいなと思っておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

さて、それでは、これで一応、この会として、統合先及び統合時期については結論

を出して市に報告させていただいたということになりますので、きょうの協議事項は

無事に終了したかなと思っております。 

それでは、終わりになりますけれども、教育部長からごあいさつをいただけたらと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

教育部長  大変お疲れさまでございました。 

冒頭、委員長からもございましたけれども、この場で教育長が出向いて皆さんにお

礼のごあいさつをするのが本来なのかなと感じておりますが、あいにく教育長は、大

垣市に現在、出張中でございます。 

皆さんの総意として、統合先は福江中学校、統合時期は平成31年度ということで、

本当にありがとうございました。これまで頂戴いたしました皆さんの御意見、あるい

は校区説明会における貴重な御意見等もしっかりと重く受けとめながら対応してま

いりたいと考えております。 

心配なこと等、いろいろな御意見があろうかと思います。しかしながら、相手もあ

ることだということも御理解いただきながら、いろいろな意見を出していただくとい

うことは大いに結構なことでございますが、その中にも、現実的にはいろいろな相手

もあって、なかなか厳しいこともありますので、我々としては、できる限り時間をか

けながら調整してまいりたいと考えております。 

また、統合準備委員会に移行していくわけでございますが、皆さんが納得していた

だけるような道筋をつけていくことができたらと思っておりますし、できる限り我々

としては抜かりのないように、寄り添いながらしっかりと対応してまいりたいと考え

ております。 

また、受け入れていただく福江中学校や福江地域の方々にも気持ちよく受け入れて

いただきながら、伊良湖岬中学校区の方々、あるいはお子さんたちが希望を持てるよ

うに、我々としては対応してまいりたいと思います。これまでの説明会の中でも見切

り発車というような御意見も頂戴しましたけれども、しっかりと耳を傾けながら、皆

さんと一緒に、我々としても、課題、問題を捉えながら、子どもたちが本当に健やか

で、希望に満ちた学校生活が送れるように、統合準備委員会を落ちのないようにして

まいりたいと思っておりますので、またよろしくお願いします。 

本日は、本当にありがとうございました。 

委員長  ありがとうございました。これをもちまして、第６回の伊良湖岬中学校統合検討委

員会を閉会したいと思います。皆さんに御協力をいただきまして、伊良湖岬中学校の

統合先、統合時期がまとまったことに大変感謝しております。これから、統合準備に



平成 28年９月９日（金） 

8 

 

移っていくわけですけれども、また皆さんで協力し合って統合がスムーズに行くよう

に願っております。 皆さん、御協力ありがとうございました。 

 


